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(57)【要約】
【課題】ユーザの生活パターンを考慮した携帯端末の自
動ロック設定。
【解決手段】検出時刻毎に関連する外部端末２０を携帯
端末１０に予め登録しておき、携帯端末１０が検出時刻
になると周辺に存在する外部端末２０を近距離無線通信
により検出し、検出した外部端末２０と該当検出時刻対
応に登録されている外部端末２０とが一致するかを携帯
端末１０が照合し、一致する外部端末２０が検出されな
かった場合に、携帯端末１０が所定時間間隔で周辺に存
在する外部端末２０を近距離無線通信により検出し、検
出を所定回数繰り返しても前記一致する外部端末２０が
検出されなかった場合に、携帯端末１０が自端末をロッ
ク状態に設定する。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
携帯端末と外部端末とを備えた携帯端末の自動ロックシステムであって、
　前記携帯端末は、検出時刻毎に関連する外部端末が予め登録された記憶手段と、検出時
刻になると周辺に存在する外部端末を近距離無線通信により検出する検出手段と、検出し
た外部端末と前記記憶手段に該当検出時刻対応に登録されている外部端末とが一致するか
を照合する照合手段と、一致する外部端末が検出されなかった場合に自端末をロック状態
に設定するロック設定手段とを有し、
　前記外部端末は、前記携帯端末に近距離無線通信により端末識別情報を送信する送信手
段を有することを特徴とする携帯端末の自動ロックシステム。
【請求項２】
前記検出時刻対応の外部端末が前記記憶手段に複数登録されていた場合、前記ロック設定
手段は、登録されていた外部端末の少なくとも一つが検出されたときはロック状態に設定
しないことを特徴とする請求項１記載の携帯端末の自動ロックシステム。
【請求項３】
前記検出時刻対応の外部端末が前記記憶手段に複数登録されていた場合、前記ロック設定
手段は、登録されていた外部端末が一つでも検出されなかったときにロック状態に設定す
ることを特徴とする請求項１記載の携帯端末の自動ロックシステム。
【請求項４】
携帯端末と外部端末とを備えた携帯端末の自動ロックシステムであって、
　前記携帯端末は、検出時刻毎に関連する外部端末が予め登録された記憶手段と、検出時
刻になると周辺に存在する外部端末を近距離無線通信により検出する検出手段と、検出し
た外部端末と前記記憶手段に該当検出時刻対応に登録されている外部端末とが一致するか
を照合する照合手段と、一致する外部端末が検出されなかった場合に、所定時間間隔で周
辺に存在する外部端末を近距離無線通信により検出する繰り返し検出手段と、前記繰り返
し検出手段による検出を所定回数繰り返しても前記一致する外部端末が検出されなかった
場合に自端末をロック状態に設定するロック設定手段とを有し、
　前記外部端末は、前記携帯端末に近距離無線通信により端末識別情報を送信する送信手
段を有することを特徴とする携帯端末の自動ロックシステム。
【請求項５】
前記検出時刻対応の外部端末が前記記憶手段に複数登録されていた場合、登録されていた
外部端末の少なくとも一つが検出されたときは、前記繰り返し検出手段による検出または
前記ロック設定手段によるロック設定を行わないことを特徴とする請求項４記載の携帯端
末の自動ロックシステム。
【請求項６】
前記検出時刻対応の外部端末が前記記憶手段に複数登録されていた場合、登録されていた
外部端末が一つでも検出されなかったときに、前記繰り返し検出手段による検出または前
記ロック設定手段によるロック設定を行うことを特徴とする請求項４記載の携帯端末の自
動ロックシステム。
【請求項７】
前記検出時刻対応の外部端末は設定パターン別に前記記憶手段に登録され、前記照合手段
はユーザにより指定された設定パターンに基づいて前記照合を行うことを特徴とする請求
項１～６のいずれか１項記載の携帯端末の自動ロックシステム。
【請求項８】
前記携帯端末は、ロック解除操作がなされたときに、周辺に存在する外部端末を近距離無
線通信により検出する解除時検出手段と、検出した外部端末と前記記憶手段に該当検出時
刻対応に登録されている外部端末とが一致するかを照合する解除時照合手段と、一致する
外部端末が検出されなかった場合にロック解除を無効とするロック解除手段とを、さらに
有することを特徴とする請求項１～７のいずれか１項記載の携帯端末の自動ロックシステ
ム。



(3) JP 2008-53899 A 2008.3.6

10

20

30

40

50

【請求項９】
検出時刻毎に関連する外部端末が予め登録された記憶手段と、検出時刻になると周辺に存
在する外部端末を近距離無線通信により検出する検出手段と、検出した外部端末と前記記
憶手段に該当検出時刻対応に登録されている外部端末とが一致するかを照合する照合手段
と、一致する外部端末が検出されなかった場合に自端末をロック状態に設定するロック設
定手段とを有することを特徴とする携帯端末。
【請求項１０】
検出時刻毎に関連する外部端末が予め登録された記憶手段と、検出時刻になると周辺に存
在する外部端末を近距離無線通信により検出する検出手段と、検出した外部端末と前記記
憶手段に該当検出時刻対応に登録されている外部端末とが一致するかを照合する照合手段
と、一致する外部端末が検出されなかった場合に、所定時間間隔で周辺に存在する外部端
末を近距離無線通信により検出する繰り返し検出手段と、前記繰り返し検出手段による検
出を所定回数繰り返しても前記一致する外部端末が検出されなかった場合に自端末をロッ
ク状態に設定するロック設定手段とを有することを特徴とする携帯端末。
【請求項１１】
前記検出時刻対応の外部端末は設定パターン別に前記記憶手段に登録され、前記照合手段
はユーザにより指定された設定パターンに基づいて前記照合を行うことを特徴とする請求
項９または１０記載の携帯端末。
【請求項１２】
ロック解除操作がなされたときに、周辺に存在する外部端末を近距離無線通信により検出
する解除時検出手段と、検出した外部端末と前記記憶手段に該当検出時刻対応に登録され
ている外部端末とが一致するかを照合する解除時照合手段と、一致する外部端末が検出さ
れなかった場合にロック解除を無効とするロック解除手段とを、さらに有することを特徴
とする請求項９，１０または１１記載の携帯端末。
【請求項１３】
所定時刻対応に登録された外部端末が所定時刻に携帯端末の周辺に存在するか否かを携帯
端末が判別し、存在しなかった場合に前記携帯端末は自端末をロック状態に設定すること
を特徴とする携帯端末の自動ロック方法。
【請求項１４】
携帯端末と外部端末とを用いた携帯端末の自動ロック方法であって、
　検出時刻毎に関連する外部端末を前記携帯端末に予め登録するステップと、前記携帯端
末が検出時刻になると周辺に存在する外部端末を検出するステップと、検出した外部端末
と該当検出時刻対応に登録されている外部端末とが一致するかを前記携帯端末が照合する
ステップと、一致する外部端末が検出されなかった場合に前記携帯端末が自端末をロック
状態に設定するステップとを有することを特徴とする携帯端末の自動ロック方法。
【請求項１５】
携帯端末と外部端末とを用いた携帯端末の自動ロック方法であって、
　検出時刻毎に関連する外部端末を前記携帯端末に予め登録するステップと、前記携帯端
末が検出時刻になると周辺に存在する外部端末を検出するステップと、検出した外部端末
と該当検出時刻対応に登録されている外部端末とが一致するかを前記携帯端末が照合する
ステップと、一致する外部端末が検出されなかった場合に、前記携帯端末が所定時間間隔
で周辺に存在する外部端末を検出するステップと、検出を所定回数繰り返しても前記一致
する外部端末が検出されなかった場合に前記携帯端末が自端末をロック状態に設定するス
テップとを有することを特徴とする携帯端末の自動ロック方法。
【請求項１６】
検出時刻毎に関連する外部端末を予め登録する機能、検出時刻になると周辺に存在する外
部端末を近距離無線通信により検出する機能、検出した外部端末と該当検出時刻対応に登
録されている外部端末とが一致するかを照合する機能、一致する外部端末が検出されなか
った場合に自端末をロック状態に設定する機能、をコンピュータに実現させるためのプロ
グラム。
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【請求項１７】
検出時刻毎に関連する外部端末を予め登録する機能、検出時刻になると周辺に存在する外
部端末を近距離無線通信により検出する機能、検出した外部端末と該当検出時刻対応に登
録されている外部端末とが一致するかを照合する機能、一致する外部端末が検出されなか
った場合に、所定時間間隔で周辺に存在する外部端末を近距離無線通信により検出する機
能、検出を所定回数繰り返しても前記一致する外部端末が検出されなかった場合に自端末
をロック状態に設定する機能、をコンピュータに実現させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、携帯端末の紛失時や盗難時に第三者による不正利用を防止するための携帯端
末の自動ロックシステム，携帯端末，携帯端末の自動ロック方法およびプログラムに関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　携帯端末の紛失時や盗難時に携帯端末を自動的にロック状態にすることは、例えば、特
開平９－６４９６７号公報（特許文献１）や特開２００５－１５１３９２号公報（特許文
献２）に開示されている。
【０００３】
　特許文献１においては、微弱電力の無線通信を介して接続される携帯電話機とロック解
除装置を有し、携帯電話機がロック解除装置から送信されるロック解除コードを一定時間
以上受信できなかった場合に携帯電話機をロック状態にする、ことが記載されている。
【０００４】
　また、特許文献２においては、近距離無線通信を介して接続される携帯電話機と付属ユ
ニットを有し、携帯電話機は付属ユニットとの通信ができなくなったときに携帯電話機を
ロック状態にする、ことが記載されている。
【０００５】
【特許文献１】特開平９－６４９６７号公報（段落「０００９」、図１）
【特許文献２】特開２００５－１５１３９２号公報（段落「００２６」、「００３３」～
「００３４」、図１）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上述した特許文献１または２においては、携帯電話機とロック解除装置や付属ユニット
との無線通信ができなくなったときに携帯電話機をロックするようにしている。このため
、ユーザはロック解除装置や付属ユニットを携帯電話機とともに常に携帯していなければ
ならないという問題がある。また、ロック解除装置や付属ユニットを紛失した場合は、携
帯電話機は常時ロックされてしまうという問題も発生する。
【０００７】
　本発明の目的は、以上の課題を解決する携帯端末の自動ロックシステム，携帯端末，携
帯端末の自動ロック方法およびプログラムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の第１の携帯端末の自動ロックシステムは、携帯端末と外部端末とを備えた携帯
端末の自動ロックシステムであって、
　前記携帯端末は、検出時刻毎に関連する外部端末が予め登録された記憶手段と、検出時
刻になると周辺に存在する外部端末を近距離無線通信により検出する検出手段と、検出し
た外部端末と前記記憶手段に該当検出時刻対応に登録されている外部端末とが一致するか
を照合する照合手段と、一致する外部端末が検出されなかった場合に自端末をロック状態
に設定するロック設定手段とを有し、
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　前記外部端末は、前記携帯端末に近距離無線通信により端末識別情報を送信する送信手
段を有する。
【０００９】
　本発明の第２の携帯端末の自動ロックシステムは、本発明の第１の携帯端末の自動ロッ
クシステムにおいて、前記検出時刻対応の外部端末が前記記憶手段に複数登録されていた
場合、前記ロック設定手段は、登録されていた外部端末の少なくとも一つが検出されたと
きはロック状態に設定しないことを特徴とする。
【００１０】
　本発明の第３の携帯端末の自動ロックシステムは、本発明の第１の携帯端末の自動ロッ
クシステムにおいて、前記検出時刻対応の外部端末が前記記憶手段に複数登録されていた
場合、前記ロック設定手段は、登録されていた外部端末が一つでも検出されなかったとき
にロック状態に設定することを特徴とする。
【００１１】
　本発明の第４の携帯端末の自動ロックシステムは、携帯端末と外部端末とを備えた携帯
端末の自動ロックシステムであって、
　前記携帯端末は、検出時刻毎に関連する外部端末が予め登録された記憶手段と、検出時
刻になると周辺に存在する外部端末を近距離無線通信により検出する検出手段と、検出し
た外部端末と前記記憶手段に該当検出時刻対応に登録されている外部端末とが一致するか
を照合する照合手段と、一致する外部端末が検出されなかった場合に、所定時間間隔で周
辺に存在する外部端末を近距離無線通信により検出する繰り返し検出手段と、前記繰り返
し検出手段による検出を所定回数繰り返しても前記一致する外部端末が検出されなかった
場合に自端末をロック状態に設定するロック設定手段とを有し、
　前記外部端末は、前記携帯端末に近距離無線通信により端末識別情報を送信する送信手
段を有する。
【００１２】
　本発明の第５の携帯端末の自動ロックシステムは、本発明の第４の携帯端末の自動ロッ
クシステムにおいて、前記検出時刻対応の外部端末が前記記憶手段に複数登録されていた
場合、登録されていた外部端末の少なくとも一つが検出されたときは、前記繰り返し検出
手段による検出または前記ロック設定手段によるロック設定を行わないことを特徴とする
。
【００１３】
　本発明の第６の携帯端末の自動ロックシステムは、本発明の第４の携帯端末の自動ロッ
クシステムにおいて、前記検出時刻対応の外部端末が前記記憶手段に複数登録されていた
場合、登録されていた外部端末が一つでも検出されなかったときに、前記繰り返し検出手
段による検出または前記ロック設定手段によるロック設定を行うことを特徴とする。
【００１４】
　本発明の第７の携帯端末の自動ロックシステムは、本発明の第１～第６のいずれかの携
帯端末の自動ロックシステムにおいて、前記検出時刻対応の外部端末は設定パターン別に
前記記憶手段に登録され、前記照合手段はユーザにより指定された設定パターンに基づい
て前記照合を行うことを特徴とする。
【００１５】
　本発明の第８の携帯端末の自動ロックシステムは、本発明の第１～第７のいずれかの携
帯端末の自動ロックシステムにおいて、前記携帯端末は、ロック解除操作がなされたとき
に、周辺に存在する外部端末を近距離無線通信により検出する解除時検出手段と、検出し
た外部端末と前記記憶手段に該当検出時刻対応に登録されている外部端末とが一致するか
を照合する解除時照合手段と、一致する外部端末が検出されなかった場合にロック解除を
無効とするロック解除手段とを、さらに有する。
【００１６】
　本発明の第１の携帯端末は、検出時刻毎に関連する外部端末が予め登録された記憶手段
と、検出時刻になると周辺に存在する外部端末を近距離無線通信により検出する検出手段
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と、検出した外部端末と前記記憶手段に該当検出時刻対応に登録されている外部端末とが
一致するかを照合する照合手段と、一致する外部端末が検出されなかった場合に自端末を
ロック状態に設定するロック設定手段とを有する。
【００１７】
　本発明の第２の携帯端末は、検出時刻毎に関連する外部端末が予め登録された記憶手段
と、検出時刻になると周辺に存在する外部端末を近距離無線通信により検出する検出手段
と、検出した外部端末と前記記憶手段に該当検出時刻対応に登録されている外部端末とが
一致するかを照合する照合手段と、一致する外部端末が検出されなかった場合に、所定時
間間隔で周辺に存在する外部端末を近距離無線通信により検出する繰り返し検出手段と、
前記繰り返し検出手段による検出を所定回数繰り返しても前記一致する外部端末が検出さ
れなかった場合に自端末をロック状態に設定するロック設定手段とを有する。
【００１８】
　本発明の第３の携帯端末は、本発明の第１または第２の携帯端末において、前記検出時
刻対応の外部端末は設定パターン別に前記記憶手段に登録され、前記照合手段はユーザに
より指定された設定パターンに基づいて前記照合を行うことを特徴とする。
【００１９】
　本発明の第４の携帯端末は、本発明の第１，第２または第３の携帯端末において、ロッ
ク解除操作がなされたときに、周辺に存在する外部端末を近距離無線通信により検出する
解除時検出手段と、検出した外部端末と前記記憶手段に該当検出時刻対応に登録されてい
る外部端末とが一致するかを照合する解除時照合手段と、一致する外部端末が検出されな
かった場合にロック解除を無効とするロック解除手段とを、さらに有する。
【００２０】
　本発明の第１の携帯端末の自動ロック方法は、所定時刻対応に登録された外部端末が所
定時刻に携帯端末の周辺に存在するか否かを携帯端末が判別し、存在しなかった場合に前
記携帯端末は自端末をロック状態に設定することを特徴とする。
【００２１】
　本発明の第２の携帯端末の自動ロック方法は、携帯端末と外部端末とを用いた携帯端末
の自動ロック方法であって、
　検出時刻毎に関連する外部端末を前記携帯端末に予め登録するステップと、前記携帯端
末が検出時刻になると周辺に存在する外部端末を検出するステップと、検出した外部端末
と該当検出時刻対応に登録されている外部端末とが一致するかを前記携帯端末が照合する
ステップと、一致する外部端末が検出されなかった場合に前記携帯端末が自端末をロック
状態に設定するステップとを有する。
【００２２】
　本発明の第３の携帯端末の自動ロック方法は、携帯端末と外部端末とを用いた携帯端末
の自動ロック方法であって、
　検出時刻毎に関連する外部端末を前記携帯端末に予め登録するステップと、前記携帯端
末が検出時刻になると周辺に存在する外部端末を検出するステップと、検出した外部端末
と該当検出時刻対応に登録されている外部端末とが一致するかを前記携帯端末が照合する
ステップと、一致する外部端末が検出されなかった場合に、前記携帯端末が所定時間間隔
で周辺に存在する外部端末を検出するステップと、検出を所定回数繰り返しても前記一致
する外部端末が検出されなかった場合に前記携帯端末が自端末をロック状態に設定するス
テップとを有する。
【００２３】
　本発明の第１のプログラムは、検出時刻毎に関連する外部端末を予め登録する機能、検
出時刻になると周辺に存在する外部端末を近距離無線通信により検出する機能、検出した
外部端末と該当検出時刻対応に登録されている外部端末とが一致するかを照合する機能、
一致する外部端末が検出されなかった場合に自端末をロック状態に設定する機能、をコン
ピュータに実現させる。
【００２４】
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　本発明の第２のプログラムは、検出時刻毎に関連する外部端末を予め登録する機能、検
出時刻になると周辺に存在する外部端末を近距離無線通信により検出する機能、検出した
外部端末と該当検出時刻対応に登録されている外部端末とが一致するかを照合する機能、
一致する外部端末が検出されなかった場合に、所定時間間隔で周辺に存在する外部端末を
近距離無線通信により検出する機能、検出を所定回数繰り返しても前記一致する外部端末
が検出されなかった場合に自端末をロック状態に設定する機能、をコンピュータに実現さ
せる。
【発明の効果】
【００２５】
　本発明においては、ユーザの生活パターンを考慮して周辺に存在する外部端末を検出時
刻毎に登録しておき、それぞれの検出時刻において登録された外部端末が周辺に存在しな
かった場合にロック設定するようにしている。これにより、携帯端末の紛失や盗難時に自
動的に携帯端末をロック状態にすることができるため、第三者による不正な携帯端末の利
用を防止できるという効果が得られる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
　本発明の実施の形態について図面を参照して詳細に説明する。
【００２７】
　図１は、本発明の一実施の形態の構成を示す図であり、携帯端末１０と外部端末２０と
を備えている。携帯端末１０と外部端末２０は、近距離無線通信（例えば、ブルートゥー
ス等）により接続される。
【００２８】
　携帯端末１０は、携帯電話機，ＰＨＳ(Personal Handyphone System)，ＰＤＡ(Persona
l Digital Assistance)等の携帯情報端末である。この携帯端末１０は、アンテナ１１と
、無線部１２と、近距離無線用アンテナ１３と、近距離無線通信部１４と、操作部１５と
、表示部１６と、制御部１７と、記憶部１８とを備えている。無線部１２は図示しない基
地局との間でアンテナ１１を介して無線信号の送受信を行う通信装置であり、近距離無線
通信部１４は近距離無線用アンテナ１３を介してブルートゥース等の近距離無線通信を行
う機能を備えている。操作部１５はテンキー，機能キー，ポインティングデバイス等の入
力装置であり、表示部１６はＬＣＤ(Liquid Crystal Display)等の表示装置である。
【００２９】
　制御部１７は、ＣＰＵ(Central Processing Unit)等の制御装置であり、プログラムに
より動作を制御される。この制御部１７は、
・関連する（ユーザの生活パターンにおいて周辺に存在する）外部端末２０の識別情報を
記憶部１８に登録する機能と、
・検出時刻対応の該当外部端末２０を設定パターン毎に登録する機能と、
・設定パターンを登録，更新する機能と、
・所定の検出時刻になったときに、近距離無線通信の範囲内に存在する外部端末２０から
識別情報を取得し、設定パターン，時刻対応に登録された外部端末２０の識別情報と一致
するかを照合する機能、
・照合の結果、一致しなかった場合、または、近距離無線通信の範囲内に外部端末２０が
存在せず識別情報が取得できなかった場合に、携帯端末１０をダイヤルロック状態にする
機能と、
を備えている。
【００３０】
　記憶部１８は読み出し，書き込み可能な記憶装置であり、関連端末識別情報登録領域１
８１と、検出時刻／関連端末登録領域１８２と、設定パターン登録領域１８３とを含んで
いる。
【００３１】
　関連端末識別情報登録領域１８１には、図２（関連端末識別情報登録領域１８１に格納
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されるデータの一例）に示すように、関連端末と、その識別情報とが対応付けられて予め
登録されている。なお、関連端末とは、ユーザの生活パターンにおいて周辺に存在する外
部端末２０のことであり、例えば、家族や友人の携帯端末とか、自宅のＰＣ（パーソナル
コンピュータ）、会社のＰＣ等である。また、識別情報とは、外部端末２０を識別するた
めの情報であり、例えば、製造番号，端末ＩＤ，電話番号等である。
【００３２】
　検出時刻／関連端末登録領域１８２には、図３（検出時刻／関連端末登録領域１８２に
格納されるデータの一例）に示すように、設定パターン，検出時刻対応に関連端末が登録
されている。設定パターンは、平日，休日等のユーザの生活パターンに対応しており、複
数種類が登録されている。検出時刻は、携帯端末１０が周辺に存在する外部端末２０の識
別情報を検出する時刻のことであり、図３においては、一例として０時から１時間毎に設
定している。検出時刻対応に登録されている関連端末は、検出時刻にユーザの周辺（携帯
端末１０の近距離無線通信の範囲内）に存在する筈である外部端末２０を意味している。
例えば、設定パターン１の場合、午前０時，１時，２時，３時，４時，５時，６時の検出
時刻においては、ユーザが自宅で睡眠中であるため、周辺に存在する自宅ＰＣが登録され
ている。また、午前７時，８時の検出時刻においては、ユーザが車で通勤する時間帯であ
るため、車のカー・ナビゲータが登録されている。なお、この関連端末は一つでもよいし
、複数でもよい。一つの外部端末２０に絞れない検出時刻においては、考えられる複数の
外部端末２０を登録しておくことが望ましい。また、設定パターン３のように、全ての検
出時刻対応に全ての関連端末を登録することも可能である。
【００３３】
　設定パターン登録領域１８３には、図４（設定パターン登録領域１８３に格納されるデ
ータの一例）に示すように、現在どの設定パターンが適用されているのかが登録されてい
る。
【００３４】
　次に、本発明の一実施の形態の動作について図１～図５を参照して説明する。図５は、
本発明の一実施の形態の動作を示すフローチャートである。
【００３５】
　図５を参照すると、まず、事前の準備として、ユーザは、関連端末の識別情報を予め登
録する。詳細には、ユーザは携帯端末１０に備えたロック登録機能を起動し、表示部１６
に表示された識別情報登録画面上に操作部１５から関連端末と識別情報を入力して登録要
求する。制御部１７は、入力された関連端末と識別情報を対応付けて関連端末識別情報登
録領域１８１に格納する（図２参照）（ステップＡ１）。次に、ユーザは検出時刻，関連
端末登録画面上に検出時刻と対応する関連端末とを操作部１５から入力する。設定パター
ンが複数ある場合は、設定パターン毎に検出時刻と対応する関連端末とを入力する。制御
部１７は、入力された情報を設定パターン毎に検出時刻／関連端末登録領域１８２に格納
する（図３参照）とともに、入力された設定パターン名（設定パターン１，２，３等）を
設定パターン登録領域１８３に格納する（ステップＡ２）。次に、ユーザは設定パターン
登録画面上で適用したい設定パターン名（例えば、設定パターン１）を操作部１５から選
択する。制御部１７は、選択された設定パターン１を適用パターンとして登録する（図４
参照）。なお、この設定パターンの選択は、必要に応じて（例えば、平日から休日、休日
から平日に替わる場合等）行われる（ステップＡ３）。
【００３６】
　上述したステップＡ１～Ａ３による準備が終了したとして、次に、携帯端末１０のダイ
ヤルロック設定時の動作について説明する。
【００３７】
　携帯端末１０の制御部１７は、定期的に（例えば、１０分毎）検出時刻／関連端末登録
領域１８２を参照し、検出時刻になったかを確認する（ステップＡ４）。検出時刻になる
と、制御部１７は近距離無線通信部１４を介して近距離無線通信範囲内に存在する外部端
末２０の識別情報を取得する（ステップＡ５）。ステップＡ５において識別情報を取得で
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きなかった場合、すなわち、近距離無線通信範囲内に外部端末２０が存在しなかった場合
は、制御部１７は携帯端末１０をダイヤルロック状態に設定し、機能の一部または全ての
利用を制限する（ステップＡ６→ステップＡ１０）。
【００３８】
　ステップＡ５において識別情報を取得できた場合は、制御部１７は設定パターン登録領
域１８３を参照し、現在適用されている設定パターンを取得する（ステップＡ６→ステッ
プＡ７）。次に、制御部１７は検出時刻／関連端末登録領域１８２を参照し、現在適用さ
れている設定パターン，検出時刻に対応して登録されている関連端末を取得し、取得した
関連端末の識別情報を関連端末識別情報登録領域１８１から取得する（ステップＡ８）。
そして、制御部１７は、ステップＡ５で取得した外部端末２０の識別情報とステップＡ８
で取得した関連端末の識別情報とを照合し、一致するかを判別する（ステップＡ９）。一
致した場合は、制御部１７はロックを設定せず、次の検出時刻になるまで処理を終了する
。なお、検出時刻／関連端末登録領域１８２において、同じ設定パターン，同じ検出時刻
に対応した関連端末が複数登録されている場合で、それらの内少なくとも一つの関連端末
が検出された場合にはロックを設定しない（ステップＡ９→ステップＡ４）。一致しなか
った場合、すなわち、設定パターン，検出時刻対応に登録された関連端末が近距離無線通
信範囲内に存在しなかった場合は、制御部１７は携帯端末１０をダイヤルロック状態に設
定し、機能の一部または全ての利用を制限する。なお、関連端末が複数登録されていた場
合は、登録された全ての関連端末が近距離無線通信範囲内に存在しなかった場合に、制御
部１７は携帯端末１０をダイヤルロック状態に設定する（ステップＡ９→ステップＡ１０
）。
【００３９】
　以上説明したように、本実施の形態においては、ユーザの生活パターンを考慮して周辺
に存在する外部端末２０を検出時刻毎に登録しておき、それぞれの検出時刻において登録
された外部端末２０が周辺に存在しなかった場合にダイヤルロックを設定するようにして
いる。これにより、携帯端末１０の紛失や盗難時に自動的に携帯端末１０をロック状態に
することができるため、第三者による不正な携帯端末１０の利用を防止できるという効果
が得られる。なお、本実施の形態においては、ユーザは携帯端末１０だけを携帯すればよ
く、背景技術で説明したロック解除装置や付属ユニット等を携帯することなく、上記の効
果が得られるという特徴を有している。
【００４０】
　また、本実施の形態においては、検出時刻毎の外部端末２０の登録にあたり、平日や休
日等、ユーザの生活パターンが異なる場合に対応できるよう複数の設定パターンを設け、
ユーザが設定パターンを随時選択するようにしている。このため、ユーザの生活パターン
に細かく追随した携帯端末１０の自動ロックが可能になるという効果が得られる。
【００４１】
　次に、本発明の他の実施の形態について説明する。
【００４２】
　上述した一実施の形態においては、検出時刻に対応する関連端末が周辺に存在しなかっ
た場合に、携帯端末１０を自動的にロックするとして説明した。すなわち、検出時刻にお
ける一回の検出でロックする，しないを判断していた。これに対し、本実施の形態におい
ては、検出時刻に関連端末が検出できなくても、引き続き所定時間間隔（例えば１０分間
隔）で検出し、所定回数（例えば、３回）連続して関連端末が検出できなかった場合にロ
ックするようにした点が異なる。本実施の形態の構成は一実施の形態の構成（図１）と同
じである。
【００４３】
　次に、本実施の形態の動作について図６を参照して説明する。図６は、本発明の他の実
施の形態の動作を示すフローチャートである。
【００４４】
　図６を参照すると、ステップＢ１～Ｂ９の動作は、図５（一実施の形態）のステップＡ
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１～Ａ９の動作と同じであるため、説明を省略する。但し、一実施の形態のステップＡ６
，Ａ９ではＮＯの場合にダイヤルロックを設定するようになっていたが、本実施の形態の
ステップＢ６，Ｂ９ではＮＯの場合にステップＢ１０に進む点が異なっている。
【００４５】
　ステップＢ６において、携帯端末１０の制御部１７が外部端末２０の識別情報を取得で
きなかった場合、すなわち、近距離無線通信範囲内に外部端末２０が存在しなかった場合
は、ステップＢ１０に進む。また、ステップＢ９において、外部端末２０から取得した識
別情報と予め登録された関連端末の識別情報とが一致しなかった場合、すなわち、設定パ
ターン，検出時刻対応に登録された関連端末が近距離無線通信範囲内に存在しなかった場
合は、ステップＢ１０に進む。
【００４６】
　ステップＢ１０においては、制御部１７は図示しない時計部を参照し、所定時間間隔（
例えば１０分間隔）で近距離無線通信部１４を介して外部端末２０の識別情報を取得する
。
【００４７】
　ステップＢ１０において識別情報を取得できた場合は（ステップＢ１１のＹＥＳ）、制
御部１７は設定パターン登録領域１８３を参照し、現在適用されている設定パターンを取
得する。次に、制御部１７は検出時刻／関連端末登録領域１８２を参照し、現在適用され
ている設定パターン，検出時刻に対応して登録されている関連端末を取得し、取得した関
連端末の識別情報を関連端末識別情報登録領域１８１から取得する。なお、このとき、取
得される関連端末はステップＢ６，Ｂ９における検出時刻対応に登録された関連端末であ
る。そして、制御部１７は、ステップＢ１０で取得した外部端末２０の識別情報と登録さ
れた関連端末の識別情報とを照合し、一致するかを判別する（ステップＢ１２）。一致し
た場合は、制御部１７はロックを設定せず、次の検出時刻になるまで処理を終了する（ス
テップＢ１２→ステップＢ４）。
【００４８】
　ステップＢ１０において識別情報を取得できなかった場合（ステップＢ１１のＮＯ）、
すなわち、近距離無線通信範囲内に外部端末２０が存在しなかった場合、または、ステッ
プＢ１２において一致しなかった場合は、ステップＢ１３に進む。ステップＢ１３におい
ては、制御部１７は所定時間間隔（１０分間隔等）の検出回数が所定回数（３回等）にな
ったかを判断する。例えば、ステップＢ６，Ｂ９における検出が検出時刻１３時における
検出で関連端末が存在しなかった場合、１３時１０分，１３時２０分，１３時３０分と１
０分間隔で外部端末２０の検出を行い、１３時３０分における検出で所定回数の３回に達
することになる。ステップＢ１３において、所定回数に達した場合は、制御部１７は携帯
端末１０をダイヤルロック状態に設定し、機能の一部または全ての利用を制限する（ステ
ップＢ１４）。
【００４９】
　以上説明したように、本実施の形態においては、検出時刻に関連端末が検出できなくて
も、その後所定時間内（例えば、３０分以内）に検出できればロックを設定せず、所定時
間内に検出できなかった場合にロックを設定するようにした。これにより、ユーザのスケ
ジュールが少しずれたような場合、例えば、会社に予定より少し遅刻して出社したような
場合等においては自動ロックが設定されないため、一実施の形態に比べ、より柔軟な自動
ロックの設定が可能になるという効果が得られる。
【００５０】
　次に、本発明の応用例，変形例等について説明する。
【００５１】
　・上述した一実施の形態または他の実施の形態においては、携帯端末１０のロックをダ
イヤルロックとして説明したが、ダイヤルロックに限定されず、他のロック（オールキー
ロック等）であっても本発明が適用可能なことは明らかである。
【００５２】
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　・上述した一実施の形態または他の実施の形態においてはロック設定時について説明し
たが、自動ロック解除時にも、所定解除操作（暗証番号等）に加え、外部端末２０の識別
情報一致をロック解除条件とするようにしてもよい。このときは、ユーザ操作によるロッ
クであるのか、自動ロックによるロックであるのかを示す情報を制御部１７が記憶部１８
の図示しない記憶領域に記憶しておく。なお、ユーザ操作によるロックの場合は、所定解
除操作によりロック解除とする。
【００５３】
　・上述した一実施の形態または他の実施の形態においては、関連端末の識別情報の登録
時にユーザが操作部１５から識別情報を入力するとして説明したが、携帯端末１０が関連
端末から近距離無線通信により識別情報を取得し、それを登録するようにしてもよい。
【００５４】
　・上述した一実施の形態または他の実施の形態においては、同一検出時刻対応の関連端
末が複数登録されている場合、登録されている関連端末の少なくとも一つが検出されたと
きはロックしないとして説明した。これに対し、登録された複数の関連端末が一つでも検
出されなかったときにロックするようにしてもよい。
【００５５】
　・上述した一実施の形態または他の実施の形態においては、携帯端末１０は携帯電話機
，ＰＨＳ，ＰＤＡ等の携帯情報端末として説明したが、ノート型パーソナルコンピュータ
，音楽再生プレーヤ等の携帯する電子機器であってもよい。
【００５６】
　・なお、上述した一実施の形態，他の実施の形態のいずれの形態で自動ロックを設定す
るかを、ユーザが携帯端末１０に設定するようにしてもよい。この場合、携帯端末１０の
制御部１７は設定された形態情報に応じた制御を行う。
【図面の簡単な説明】
【００５７】
【図１】本発明の一実施の形態の構成を示す図である。
【図２】関連端末識別情報登録領域１８１に格納されるデータの一例を示す図である。
【図３】検出時刻／関連端末登録領域１８２に格納されるデータの一例を示す図である。
【図４】設定パターン登録領域１８３に格納されるデータの一例を示す図である。
【図５】本発明の一実施の形態の動作を示すフローチャートである。
【図６】本発明の他の実施の形態の動作を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００５８】
　１０　　携帯端末
　１１　　アンテナ
　１２　　無線部
　１３　　近距離無線用アンテナ
　１４　　近距離無線通信部
　１５　　操作部
　１６　　表示部
　１７　　制御部
　１８　　記憶部
　１８１　　関連端末識別情報登録領域
　１８２　　検出時刻／関連端末登録領域
　１８３　　設定パターン登録領域
　２０　　外部端末
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